
第４章
俳句の応用

ここでは俳句を活用するための応用方法を学
びます。
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第４章
～俳句の応用～

第４章では、俳句を応用するにはどんな方法がるの
か説明してゆきます。



この三つのポイントを中心に説明してゆきます。

俳句応用とは

「時候の挨拶」 「手紙文」 「タイトル」
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第４章
～俳句の応用～
No１ 時候の挨拶

俳句は、日本特有の分野の一つなので知らないとこ
ろで日常のいたるところに自然に活用されています。



俳句の応用とは？

俳句を日常の生活にどのように
生かしているのかということです。

言葉は日々変化しますが、変わらない日本の良さや特徴など

日本語の懐かしさを思い出させてくれるのが俳句です。
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例：結婚披露宴

春爛漫。桜の木の下で酒を酌み交わす季
節が巡ってまいりました。

例：閉葬の辞

以上をもちまして葬儀ならびに告別式を終了いたします。
本日はお寒い中ご参列賜りありがとうございました。

例えば、このような例文では、最後に「寒い」という季語が使われています。
夏の時期なら「暑い」という季語がよく使われますね。

例えば、この例文では「春爛漫」「桜の木」など、春の季語が含まれていて、
時候の挨拶の例にふさわしい挨拶文です。



それでは次回は～俳句の応用～より「手紙文」
についてです。お楽しみに！
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